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開  会   行   事 歯

オープニングアトラクション藍

シ ン ポ ジ ウ ム歯

ウェルカムアトラクション① 青

研  究  発  表  会 音

ウェルカムアトラクション② 青

記   念   講   演 音

エンディングアトラクション藍

閉  会   行   事 書

巡        検 歯

ビバホール 洲本市長挨拶 兵庫県教育委員会挨拶 学会会長挨蓼

ビバホール 淡路人形浄瑠璃「傾城阿波鳴門巡礼歌の段J

県立淡路三原高等学校 郷土部

「国生みの島Jで花開 く郷土文化の教育カ ビバホール

《発 表 者》淡路「ふ るさ と」副読本の作成 と活用
西口  恵(淡路教育事務所)

郷土部の淡路人形浄瑠璃活動
加藤 佳子(県立淡路三原高等学校)

全国の伝統文化教育の動向
大畑 健実(静岡大学教育学音「附属静岡小学校)

《指導助言》梶田 叡― (和文化教育学会会長)

安野  功(國學院大學人間開発学部)

《司  会》越田 佳孝(県立シ‖本高等学校)

《コディネタ》中村  哲(関西学院大学教育学部)

ビバホール 県立洲1本高等学校邦楽部(筆曲)

第1分科会 会議室A(1階)第2分科会 会議室B(1階 )

第3分科会 視聴覚室 (2階 )

ビバホール 県立洲本高等学校書道部

ビバホール 『古事記』の伝承と民族の課題

本名 孝至(伊弊諾ネ申宮宮司)

ビバホール 「淡路だんじり唄J

女性だんじり唄グループ「五色之姫」

ビバホール 大会委員長挨拶 次回開催地挨拶

伊丼諾神宮(国生み神話の源流を訪ねて)

高田屋嘉兵衛記念館 (『菜の花の沖』の舞台に立つ)

1月 18日 (土)

《10:OCl-10:15》

1月 18日 (土)

《10:15～ 10:45》

1月 18日 (土)

《10:43～ 12:30》

1月 18日 (土)

《13:00～ 13:30》

1月 18日 (土)

《13:30～ 15:15》

1月 18日 (土)

《15:15-15:30》

1月 18日 (土)

《15:30-16:30》

1月 18日 (土)

《16:30-16:45》

1月 18日 (土)

《16:45～ 16:50》

1月 19日 (日 )

《9:00～ 13:00》

場 日

所 程

轟緒 和文化教育学会 和文化教育学会第10回全国大会淡路大会実行委員会

後 援文部科学省(申請中)  兵庫県教育委員会   洲本市教育委員会   日本教育新聞社

【第 10回和 文 化 教 育 学 会 全 国 大 会 事 務 局 】〒662-0827西 宮市岡田山7-54関西学院大学教育学部 Td&FaК 0798‐ 52‐4424
峯岸 由治 […maii minegLi@kwanseLac,ip
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t千咸25年度 オロ文化教育学会第10口 全国大会漢路大会妥項

「国生みの島」で花開く郷土文化の教育

催

援

主

後

主 催 和文化教育学会

後 援 文部科学省(申請中)

和文化教育学会第 10回全国大会淡路大会実行委員会

兵庫県教育委員会 洲本市教育委員会 日本教育新聞社

洲本市立市民交流センター

VIVA HALL(ビバホール)

ホームページhttp//Alvww sumOtO cccinfo/

〒6560054洲本市宇原 17881

Tel:0799-24-4450 Fax:0799-24-4452

洲本インターチェンジから国道経由車で約5分

青雲橋から国道経由 車で約5分

バス利用の場合には洲本高速バスセンターから

タクシー (約 10分 )を ご利用下さい。

日 す,:

理事会会場 小会議室 (1階 )

総 会 会 場 特別会議室 (2階 )

懇親会会場 エ トワール生石 (ツ ‖ヽ本市由良町由良26051電話0799257033)
※大会会場から懇親会会場へは、バスを用意しています。
また、懇親会終了後洲本高速バスセンターまでのバスも用意しています。

【第2日 目】1月 19日 (日 )

9:00集合 エトワール生石正面 9:40～ 10:10伊弊諾神宮(国生み神話の源流を訪ねて)の見学

10:40～ 11:30高田屋嘉兵衛顕彰館 (『菜の花の沖』の舞台に立つ)の見学

11:30～ 12:30昼食 (ウ ェルネスパーク五色内レス トラン「浜千鳥J)

13:00解散 五色バスセンター (高速バスでネ申戸三宮まで85分 )

案内/越田 佳孝 (県立洲本高等学校)費 用 1′500円 (入館料・昼食代)

【第1日 目】1月 18日 (土 )

側一　総会
乃卜工効効瀑ヨン①
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この大会の趣旨は、「国生みの島」淡路にて百花練乱する郷土文化の教育力を検討 し、

わが国の教育発展の意義を見出すことにあります。
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容

1月 18日 (上 )

1.シンポジウム 《1045～ 1230ビバホーJレ》
「国生みの島」で花開く郷土文化の教育力
《発表者》①淡路「ふるさと」副読本の作成と活用

西□  恵 (淡路教育事務所 )

② 郷土部の淡路人形浄瑠璃活動
加藤 佳子 (県立淡路三原高等学校)

③全国の伝統文化教育の動向
大畑 健実 (静岡大学教育学部附属静岡小学校)

《指導助言》 梶田 叡一体日文化教育学会会長)

安野  功 (國學院大學人間開発学部)

《司  会》 越田 佳孝 (県立洲本高等学校)

《コディネータ》 中村 哲(関西学院大学教育学者D

2.研究発表会 (1330～ 15:15)

第1分科会 会議室 A(1階 )

《司会)五百住 満 (関西学院大学)西村 直樹 (洲本市立由良小学校)

C親しもう日本の文化 ～ きもの編～ (「きもの文化検定」体験授業)

永井 久子 (稲美町立天満南小学校)

②新しい住宅団地の子どもたちが、地域の伝統行事を学ぶ社会科学習

～ 小学校 3年昨員野神社獅子舞い神楽」～

西村 康幸 (ネ申戸市立長尾小学校)

0子どもへの和文化教育の環境づくりから生まれる大人への和文化教育

藤倉 ルミ(岐阜県佐見和文化教育研究グループ)

④小学校中学年「総合的な学習の時間」における和文化教育の取組

～「大観のたからものマップをつくろう」の実践を通して～

八木員由美 (明石市立大観小学校)

池田たみ子 (明石市立大観小学校)

0海外に発信する日本文化に関する授業開発―凧の教材を活用して一

峯岸 由治 (関西学院大学教育学部)

第2分科会 会議室 B(1階 )

《司会》 長谷 尚弥 (関西学院大学)岡村 洋 (県立淡路三原高等学校)

①郷土民謡の伝承『おまあや復興会洲高連』 松崎千佳子 (兵庫県立洲本高等学校)

②淡路だんじり唄保存会の活動

0文化財の新しい捉え方

山口ひろ子 (女性だんじり唄グループ「五色之姫」)

陶山  浩 (兵庫県立国際高等学校 )

④和文化教育におけるコーディネーターの役害」一能楽編一

森村 暁子 (関西舞台芸術研究所)

0台湾における高等教育機関での和文化交流～ 歌舞伎。文楽講義の実践例～

森田 雅也 (関西学院大学文学部)

第3分科会 視聴覚室 (2階 )

《司会》 浅り‖ 潔司 (兵庫教育大学)亀 田 秀和 (シ‖本市立青雲中学校)

①東広島市の和文化教育の経緯と意義    前原 敏雄 (和文化教育学会広島県支部)

②東広島市立志和中学校の和文化教育の実践～ 杖道学習の効果を中心として～

大畑 和典 (東広島市立志和中学校)

○東広島市の和文化教育の動向と展望    三谷 晶子 (東広島市教育委員会)

④ふるさと教育の推進～ 矢島小学校の和文化教育～

金  利紀 (秋田県由利本荘市立矢島小学校)

O伝統的工芸品「備後畳」と大学生との関わリー地域社会における和文化継承の試み―

伊藤奈保子 (広島大学大学院文学研究科)

1月 19日 (日 )

1.巡 検 (900～ 13Ю O〉

伊弊諾神宮 (国生み神話の源流を訪ねて)の見学

高田屋嘉兵衛顕彰館 (『菜の花の沖』の舞台に立つ)の見学淡路人形浄瑠璃



和文化教育学会関係者 学校教育関係者

和文化教育に関心がある市民・保護者等

参 加

纂
瞥

会  員 3,000円 (事前申込みの場合 2′ 500円 )

会員外 1,000円 (資料代)

巡検費 1,500円
懇親会費 6,000円
懇親会費・宿7自費 (朝食も含む)11,o00円

※宿泊場所は、懇親会場のエトワール生石になります。基本的に相部屋になります。

個室希望の場合には部屋数が限定されますので、申込先着順にいたします。

参加者の方は下記申込書を、郵送。ファックス・メールにて大会事務局へ 12月 27日 (金 )

までに送付 して下さい。(電話での受付はいたしません。)大会参加費・巡検費。懇親会費・

宿泊費を事前申込締切日までに送付先振替口座に送金 して下さい。なお、入金後の返金

はできませんので、ご了解下さい。

《郵便振替》

口座番号

口座名称

00930-6-227146
和文化教育学会

【第10回和文化教育学会全国大会事務局】

〒662‐0827西宮市岡田山7‐54関西学院大学教育学部 睾岸 由治

Tel&Fax:0798‐ 52…4424E‥ mail:minegisi@kwansei.ac.ip

―――――――――――――キリトリーーーーーーーーーーーー

《参加者の方は申込書を12月 27日 (金)ま でにメール等で事務局にご連絡 して下さい。》

※お申し込みの際こ提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただくものです。

大

会

参

加

申

込

書

(′ 3、りがt」
)

氏名 所属

連 絡 方 法 電話 メール

,:t ,H ,< tr z iTT-, " 希望(個室 相部屋)希望しない (○を付けて下さい。)

巡 検 参 加 参  加 不 参 力日  (●を付けて下さしヽ。)

送 金 内 訳 大会参加費/3,000円 (事前申込2,500円 )巡検/1,500円  懇親会費/6,000円  懇親会費 宿泊費/11,000円


